
日本上代文学作品の文献学的研究

研究テーマ

上代文学作品（古事記・日本書紀・風土記・万葉集）の表現を
研究しています。 古事記・日本書紀・風土記・万葉集には、古代
の社会制度や人々の生活のあり様を今に伝える貴重な情報が数多
くあります。その魅力に一つ一つ迫っていきたいと思い研究して
います。

概要

現在は大きく二つの研究テーマがあります。一つは古事記・日本
書紀・風土記といった、上代散文作品と中国古典文学作品の影響
関係を考察するものです。もう一つは、古風土記の写本の字体と、
木簡や正倉院文書などの字体との比較研究を行うものです。

具体的な内容

普遍分野（文化と看護）教授／ 大館真晴

領域・氏名

キーワード：古事記、日本書紀、風土記、万葉集

2014年より小学生・中学生・高校生を対象にした、出前講座「記
紀みらい塾」（宮崎県文化振興課）の講師をつとめています。
その出前講座では、古事記・日本書紀・風土記に記された日向神
話の魅力を発信しています。

Information

https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-odate/
https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-odate/
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